1920年代のアメリカ鉄道業における運賃問題研究 (2) : 1921年の運賃調整と1922年の運賃値下げ by 小島 基男 & Motoo Ojima
33（137）  
経済と経営 42－2（2012．3）  
く論 文〉  
1920年代のアメリカ鉄道業における運賃問題研究（2）  
－1921年の運賃調整と1922年の運賃値下げ－  
























1）拙稿「1920年代のアメリカ鉄道業における運賃問題研究（1）－1920年運教法の成立と1920年の運賃債上lデー」札侠大学   
r経済と経営上第39巻第1号，20櫨年10月。  
2）Natiorla）LiveStockShipper・S’LeagtleEtAl．v，Atchison，Topeka＆SantaFeRai）wayCompanyEtAl．，bztenhzEe   
34（138）   
11920年運賃値上げ後の概観  































ングは，何ヶ月にもわたって行われ，ようやく1922年5月に全般的な運賃値下げの決定が行われた   
CommerceCommissionR¢orts，Vol．63，1922．（以下，63I．C．C．Reportsというように略記）；RatesOnGrain，GrainProducts，   
AndHay．，64LC．C．R＠orts；ReducedRates，1922．，681．C．C．Rei）Oris．  
3）I．C．C．，AnnualR＠ort qf theInte7StateCommerce Commission，1921，p．5（以下AnnualReportというように略記）．  
4）Cunningham，WilliamJ．，AmencanRailYVads：GovermentControlandReconstructionPolicies，1922，p．256．  
5）乃7d．，pp．256－257．およびAタ7犯〟α7月¢0γf，1922，p．17．   
35（139）  1920年代のアメリカ鉄道業における運賃問題研究（2）   








と記述するまでに回復するのである7）。   





















7）U．S．DepartmentofCommerce，Sun印qfCzLr作乃LBusiness，No・4，November1921，pT6，No・ll，July1922，p・l・   
36（140）  経済と経営 42巻2号  
図2 月別貨物輸送量推移（1919－1923年）  
（100万トンマイル）  
1919年 1920年 1921年  1922年  1923年  
（注）1922年報告書には，一部1923年のデータも含まれている。  
（出所）I．C．CリStatisticsqfRailwLySinthe UnitedSiates，1922，p．XCIVより作成。  
表1鉄道の収益状態（1級鉄道，1916－1923年）  
（単位：100万ドル）  
年次  営業収入  営業経費  純鉄道 営業収益  純収益   
1916  3，691   2，426   1，059   735   
1917  4，115   2，906   951   658   
1918   4，985   4，072   646   442   
1919  5，250   4，498   454   497   
1920   6，310   5，954   12   482   
1921   5，633   4，669   601   351   
1922   5，674   4，510   769   434   














8）A乃乃〟αJ斤¢0γf，1921，p．10．   




昇し，他産業で大きく下落する1921年にも比較的高い水準にとどまっていることがわかる。   
以下，こうした状況をもたらした，第1次大戦期から1922年までの鉄道業における賃金問題の展  














されたのである10）。   
これに対して，鉄道側は，景気が底に落ち込んだ1920年12月，鉄道労働委員会に対して，1920  
表2 産業別常勤雇用者年間平均所得（1913－1923年）  
（単位：名目ドル）  
年次  製造業   石 炭 （歴）  建設業  鉄  道   
育炭  
1913   689   743   827   743   
1914   696   640   838   778   
1915   661   694   827   797   
1916   751   884   882   848   
1917   883   1，150   1，001   968   
1918   1，107   1，427   1，191   1，393   
1919   1，293   1，276   1，387   1，477   
1920   1，532   1，633   1，710   1，807   
1921   1，346   1，808   380 1，664   
1922   1，283   1，165   1，297   1，630   





10）Cunningham，WilliamJ．，蹄．cit．，pp．258－259．   























のままとする，とした12）。   










12）氏ヲ⊥C．C．忍び0γね，p．107．   
39（143）  1920年代のアメリカ鉄道業における運賃問題研究（2）   




































16）撤d，p．110．   
経済と経営 42巻2号   
表3 家畜のシカゴ価格の推移（1913年＝100）  
40（144）  
年 次   肉 牛   豚   羊   
1913年   100   100   100   
1914年   105   99   107   
1915年   102   85   121   
1916年   115   115   151   
1917年   141   181   212   
1918年   178   209   234   
1919年   188   214   196   
1920年   161   169   179   
1921年1月   105   113   95   
1921年2月   99   112   91   
1921年3月   110   119   112   
1921年4月   98   102   124   

























20）乃fdりp．113．   





































23）撤d，p．115．   





































26）乃寝．，pp．118－119．   
43（147）  1920年代のアメリカ鉄道業における運賃問題研究（2）   
き下げは，現在の運賃の80％，ただし，100ポンドあたり50セントを下回らない基準で，行われる  
べきである。   




























になるであろう。」と批判するのである。   





28）ル揖．，pp．119－121．   
経済と経営 42巻2号  44（148）  
ICCは，西部及び山岳太平洋グループ内に含まれる地域の，穀物，同製品，干し草についての運  
賃は，報告書に示される範囲で，今後は，不公正かつ不合理であると決定した29）。   



































32）撒軋p．88．   





































35）撤d，p．90．   






































40）ルオdリpp．93－94．   





































43）脱リpp．96－97．   
48（152）  経済と経営 42巻2号  
部の1級鉄道による今年6月，7月，8月の支出は，連邦管理以前の（レンタル料計算のための）  
テスト期間の同じ時期の平均支出の実質上2倍である，として退けるのである44）。   











きる。輸送量も上向きであるあらゆる指標がある45）。   






















46）乃∫dリpp．98－99．   


























き下げられるべきである49）。   
以上の結論と関係して，運賃値下げが，西部地域の東の地域の運賃，とりわけイリノイ州の州際  
運賃についても望ましいこと，1920年の運賃値上げの際と同様の再調整が期待されること，を付言  
している50）。   
報告書の主要な内容は以上のとおりであるが，最後に，委員会全体の報告に対する二人の委員の  







50）ルid，p．10l．   





































53）Jゐ7dリpp．102－103．   
1920年代のアメリカ鉄道業における運賃問題研究（2）  51（155）  
「現在の状況の下で鉄道労働委員会によって下された裁定の保護を受けている限り，現在の運賃を  

















員もこれと同じ見解であることを付言している56）。   
以上，1921年の家畜運賃と穀物等運賃についての二つの報告書をみてきたが，まず，特徴的なこ  
とは，いずれの場合も，法律の解釈，運用では済まされない現実への対応を求められていることで  















56）J渥，pp．105－106．   















1．1922年3月1日以後，鉄道総資産価値の5．75％を公正収益とする。   
2．1922年7月1日以降，1920年8月26日実施の運賃を一定パーセント以上超えうる貨物運賃  
および料金は不合理（unreasonable）と認定する。   
この審理には，鉄道代表，各州の鉄道委員会代表，労働組合代表（GlennE．Plumb），鉄道証券  
保有者協会（NationalAssociationofOwnersofRailroadSecurities），様々の市民団体および荷  
主代表が参加した58）。   
以下，ICC報告書の主要な内容をみていこう。  













59）乃gd．，p．678．   
53（157）  1920年代のアメリカ鉄道業における運賃問題研究（2）   





































65）脱リPp．6＆5－6＆8．   






































71）乃7dリpp．690－693．   
55（159）  1920年代のアメリカ鉄道業における運賃問題研究（2）  






ては，鉄道と荷主の双方から批判があった72）。   
鉄道が示した，1921年7月の賃金引き下げと1922年1月以降実施の労働条件の変更による労働  




れる74）。   
輸送量については，鉄道が，景気の回復によって輸送量が増加することに根拠はないと主張する  
のに対し，ICCは，1922年の最初の3ヶ月，前年同時期比で明確な上昇傾向があり，石炭ストライ  
キの影響にかかわらず，輸送量の上昇傾向が認められると反論する75）。   
以上の検討をふまえて，「輸送量の増加と営業経費の減少で，1922年の鉄道の純営業収益は，現在  
の運賃のもとで，1921年よりもより好転するように思われる」と結んでいる76）。  
貨物運賃と料金   
まず，貨物運賃をめぐる全般的状況について検討する。  
1920年の運賃値上げは，1914年（6月30日までの1年間）比で，1921年のトンマイルあたり平  
均収入を，東部96．1％，南部61．4％，西部59．3％，合衆国全体で76．2％，増加させた77）。   
ここで，一つの重要な問題は，1920年の運賃値上げ後，どの程度再調整が行われ運賃水準に影響  















78）眈，p．703．   





収入減と推計している。これは，1921年の貨物収入39億6390万ドルのわずか4．7％にすぎない80）。   






く引き下げられるべきと主張する。   
ほとんどの一般商業団体，荷主団体は，運賃値下げが行われる場合，1918年と1920年の値上げの  
ように，すべての運賃に適用することを主張する。ただし，旅客運賃（fare）については，どの団体  























82）乃7d．，p．704．   














させるであろうことを信じるいくつかの根拠があると主張している85）。   























87）眈，p．706．   









送料金であり，生産と輸送を制限していること，を主張した88）。   
特別の強調が，建物，橋，道路の建設に使われる品目に対する運賃についてなされた。   
道路用資材の荷主たちは，長距離の改良されたハイウェイの必要を指摘し，道路建設が，不況と  













り，ただし，その程度が大きく異なることは明らかである91）。   












91）乃fdリp．708．   
59（163）  1920年代のアメリカ鉄道業における遜質問題研究（2）   
多数の相反する利害が関係する広範囲の証拠が提出されたこと，そして多くの品目の競争関係は，  
特定の引き下げのために個々の品目を選別することの難しさを際だたせている92）。   










入の減少を相殺することになると主張した。   
コークス運賃と歴青炭運賃はしばしば関連づけられる。現在の関係に対する不満が出されている  













まっている。   
道路と建設資材95）。ハイウェイ，橋，建物の建設に使われる多くの低等級資材，砂，砂利，砕石，  
亜鉛鉱山廃石，スラグ，セメント，アスファルト，煉瓦，タイル，漆喰，石灰，についての証拠資  







95）J捕りpp．712－715．   
60（164）  経済と経営 42巻2号  




セメント業者はセメント運賃と同様に石炭運賃の引き下げを主張した。   
埜塵塑g6）。事実上全ての林業地帯の代表がヒアリングに参加した。1920年夏以降，多くの木材運  
賃の引き下げが，特に，太平洋岸からミズー リ河以東の地点への運賃，南東部と南西部からミズー  
リ河西部地域への運賃について行われた。   
鉄道が行ってきた運賃再調整にかかわらず，ほとんどすべての林産業界の代表は，1920年の値上  




については，ほぼ1920年の値上げ前の運賃に引き下げられた。   
NationalLiveStockShippers，Leaguev．A．T．＆S．F．Ry．Co．，63I．C．C．では，我々の勧告に  
従って，山岳太平洋グループと西部グループ間の家畜の貨車扱い運賃は，1921年9月に100ポンド  










向けのこれらの運賃の一部改訂をすべきである。   
肥料，同資材99）。肥料製造業者は，原料と製品の両方の運賃を負担している。ヒアリング時の肥料  
価格はほぼ1914年の価格であった。肥料製造業者は，肥料用資材運賃の20～25％引き下げ，製品に  








100）J∂∫dリp．720．   
1920年代のアメリカ鉄道業における運賃問題研究（2）  61（165）  
石油と石油製品101）。   鉄道の石油輸送に占める割合は，以前よりも大きく減少してきている。これ  
は，パイプライン，トラック，タンク船，その他の補助的な貯蔵施設など，他の交通機関の急速な  
発展によるものである。これらの他の形態の輸送は，多くの場合疑いなく鉄道によるよりも経済的  
であるが，鉄道運賃の高さはその利用を増大させている。   
上記品目以外に，屋根用スレート，食品雑貨，ミルク，クリーム，酪農製品，紙，同製品，綿実  
油製品，植物油および石けん，その他の品目，さらに，旅客運賃，電気鉄道についても検討してい  
る102）。   






























106）ル泌．，p．731．   
62（166）  経済と経営 42巻2号  
た年である1916年に10億5154万ドルであり，また，テスト期間3年間の1級鉄道の平均は9億  




































112）拗dりp．733．   
63（167）  1920年代のアメリカ鉄道業における運賃問題研究（2）   
年のそれよりは大幅に低いが戦前水準を上回って安定する傾向を示している。農業，製造業の状況  

















般的引き下げがなされるべきである115）。   





として，総資産価値の5．75％とする。   
2 1920年の運賃値上げによって引き上げられた現在の貨物運賃および料金等は，1920年8月  
26日直前に実施されていた運賃に対して，個々の運賃グループ内およびグループ間において，それ  
ぞれ以下のパーセンテージをこえる場合，1922年7月1日以降，不公正かつ不合理となる。   
東部グループ内，および，イリノイ地域内の地点間，およびイリノイ地域と東部グループ間につ  
いて，前述の決定における40％のかわりに26％を認める。   
西部グループ内，およぴイリノイ地域と西部グループ間について，35％のかわりに21．5％を認め  






116）J抽，pp．734－735．   
64（168）  経済と経営 42巻2号   
3 ここで決定された貨物運賃と料金は，鉄道資産価値に対して5．75％の収益を可能にするもの  
である。   
以上の3項目以外に，4，適用にあたってのグループ内，グループ境界の扱い；5，すでに運賃  






よび適用にならない場合，が示された117）。   
報告書の主要な内容は以上のとおりであるが，報告書の最後に，委員会全体の報告に対する5人  














適用されるべきとしている118）。   
Eastman委員（賛成意見）は，まず，「我々が，この法律の規定を，できる限りその精神と意図の  
実行に努め，執行すること以上に重要な義務を持たないことは明らかである」と述べた上で，1921  








118）乃才d．，pp．737－738．   






































123）脱リPp．742－743．   




不十分」であるとしている124j。   
Lewis委員（反対意見）は，運賃値下げという委員会の決定は全員一致であり，反対意見は，正  
当化されない経済的浪費と私にはみえるものについて限定されるとして，状況（times）は，一律の  










理なく（reasonably）期待できるであろう126）。   
以上の理由から，運賃値下げは，穀物等運賃，家畜運賃についての決定のもとになっている指針  



















129）Aγ7刀〟αJβゆ0γf，1922，P．1．   




































随所で指摘され，鉄道もそれを認めているにもかかわらず，15条a自体が問題になるような状況は   

























積基盤を狭めることになるのである。   
